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第１章 2 つの「指針」が示す乳児保育の方向 
補章 2017 年「指針」の乳児「保育の構造」 
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第２章 乳児保育の保育課程の検討 ―保育課程編成の事例検討（調査１）― 
第３章「乳児保育」大学テキストの分析―２つの指針の視点（調査２）― 
第４章 乳児の保育内容編成の実際（調査３） 
第 5 章 乳児の保育内容編成の原理ー融合保育の視点からー 
終章 総括と結論 
資 料 



























































第３章では、以上のことをふまえ、「乳児保育の大学テキスト」（35 事例）において 2 つ
のタイプをどのように採用し・採用していないかを検討した（調査２）。テキストに記載
されている指導計画はどのようなタイプであるかを先の５つの基準から検討した。テキス
トに掲載されていた「乳児保育」の年間指導計画は、第 1 位Ｙねらい重視タイプ 56%、Ｘ
活動重視タイプ 32%、その他 12%であった。月間指導計画は、第 1 位 X－1 タイプ 57%、










間指導計画の「ねらい」は、第 1 位Ｙねらい重視タイプ（子どもの実態 90%）、第 2 位Ｘ
活動重視タイプ（保育内容 66%、活動と関係 61%、活動 62%）であった。月間指導計画
の「ねらい」は、第 1 位Ｙねらい重視タイプ（子どもの実態 88%）、第 2 位Ｘ活動重視タ
イプ(保育内容 63%、活動と関係 54%、活動 71%)であった。以上のことから、Ｘ･Ｙとい
う 2 つのタイプが「ねらい」編成に使われていることがわかった。しかしながら、領域の




















































美香・小寺玲音／玉置哲淳 大阪総合保育大学紀要 第 7 号（査読なし） 
第２章  
「第 2 章 乳児保育の保育課程の検討―保育課程編成の事例検討－（「乳児保育計画論 
－2 つのタイプの事例を比較してー」（2013） 大阪総合保育大学総合保育研究所 乳
児保育プロジェクト（代表 大方美香）ふくろう出版 所収（査読なし） 
第３章「乳児保育」大学テキストの分析―２つの指針の視点（調査２）― 「保育所保
育指針における乳児保育の実践構造の検討ー乳児保育研究その２－」 大阪総合保
育大学紀要 第 10 号 （査読あり） 
第４章  
「保育所保育指針における乳児保育の実践構造の検討ー乳児保育研究その３－」 大


































































は何か ④論文のオリジナリティはどこにあるか ⑤2 つのタイプの融合をいっているが
具体化する上での課題は何か ⑥論文構成に反復を整理したほうがよい、⑦新指針の 3 つ
の柱と本論文の関係について ⑧相補的関係における保育者の資質について などについ
て指摘と質問があった。 
論文審査委員による上記の本質的な指摘と質問に対し筆者の丁寧で的確な回答が寄せら
れるとともに、問題点のいくつかは今後の課題として認めその解決に向っていくとの回答
がなされた。最後に、乳児保育の編成の今後の研究の方向が示された。 
よって、本論文は論文博士（教育学）学位（乙種）を授与するにふさわしいものと認めた。 
 
 
 
